
資料１－２ 

 

平成 24年 3月 13日 

厚生労働省 

 

総務省政策統括官室提示の「平成 23 年表における飲食サービスの取扱い」について（意見） 

 

Ⅰ 分割の必要性について 

 

提示された資料における分割の必要性については以下の２点である。 

○ ＧＤＰ推計に支障が生じる可能性がある。 

○ 産出構造が違うアクティビティが統合されている可能性がある。 

 

１ ＧＤＰ推計上の問題について 

 

そもそも分割して精度が向上するのは適切な分割が行えることが前提であり、

みなし込みの分割であれば、分割することが精度の向上に資するとは限らない。

実際に、御呈示の「参考１－１」「参考１－２」の結果をグラフで表示すると以下の

とおりであり、三分割した方が優れた推計であるとは明らかにいえないことが見て

取れる。 

 
 

実際に常に三分割した方が推計値が近い値となっている訳ではなく、三分割

が全体の推計値の精度向上には繋がっていないことが判る。一般的に、５年間

で約1兆円程度の乖離が発生すると見込まれる精度の推計において、千億に満

たない推計方法による差は本質的な問題とはならない。 

 

以上のことから「分割しなければＧＤＰ推計に支障が生じる」とは考えられない。 
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２ 産出構造の違いについて 

 

産出構造に違いが生じているのであれば、部門を分割した方が良いと考えら

れる。しかしながら、２３年表の作成においてはスケジュールの関係で一次統計

データの結果を見て判断することができないので、２３年の状況の予測に基づい

て部門分割を考えざるを得ない。 

 

御提示の資料において問題なのは、２３年の状況の予想として 17 年表の比率

のみを採用していることである。１７年表として当該比率がその時点で適切であっ

たということが、２３年時点の状況を予想する際に他の統計データを用いることを

排除する理由にはならない。予想においては可能な限り他の統計データ等を併

せて考慮すべきである。 

 

例えば、当該比率を用いた結果である平成 17 年表における「飲食サービス」

部門から「家計外消費支出」部門への産出額は約７兆円であるが、この値は、以

下のとおり、他のデータとはかなりの乖離があり、２３年時点の予測としては１７年

表の比率と大きく異なる比率になることが合理的に推測されるのである。 

 

・ 平成 17 年の税務統計における交際費 1

 

の支出額は約 3.5 兆円であり、総額

は低下傾向にある。（平成 21 年分で約 3 兆円（△15.2％）） 

・ 平成 16 年サービス業基本統計組替集計における、「一般飲食店」、「喫茶

店」のサービスの提供先別収入額は、以下のとおりであり一般消費者が

94.4％を占めており、企業・団体向けは１０％に満たない。この比率を適用す

ると一般飲食店及び喫茶店における家計外消費支出は約 9 千億円となり、

17 年表の約３．７兆円と約 3 兆円近い乖離が生じている。 

 

 

 

仮に、交際費等における飲食部門の比率が６割と仮定する。また、サービス業

基本統計組替集計の家計外消費支出の割合が小さめに出ていると考え、約１割

                                                   
1  「交際費等とは、交際費、接待費、機密費その他の費用で、法人が、その得意先、仕入先その他事業に

関係のある者等に対する接待、供応、慰安、贈答その他これらに類する行為のために支出する費用をいう。」

（国税庁 HP：http://www.nta.go.jp/taxanswer/hojin/5265.htmから抜粋）このため、企業が飲食サービ

スに支出している額以外の費用も含まれていると考えられる。 

民間（官公庁現業を含む） 官公庁（現業を除く）

70 一般飲食店 a 14,800,966 13,969,023 89,044 742,899 0
1.00000 0.94379 0.00602 0.05019 0.00000

704 喫茶店 b 1,183,626 1,162,567 2,315 18,744 0
1.00000 0.98221 0.00196 0.01584 0.00000

一般飲食店（除喫茶店） a-b 13,617,340 12,806,456 86,729 724,155 0
1.00000 0.94045 0.00637 0.05318 0.00000

平成16年サービス業基本統計組替集計結果

サービスの提供先別収入額
総額

個人（一般消費者） 同一企業・団体内
他の企業・団体
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が企業向けと考えると、遊興飲食部門における家計外消費支出の割合も一般飲

食と同じ約９割となる。 

 

また、平成１８年度の税制改正により原則損金不算入である交際費等の範囲

から「１人当たり５千円以下の飲食費」が飲食交際費として損金算入されることと

なったので、２３年表においては、遊興飲食店の割合が減少し一般飲食店の割

合が高まる可能性も少なくない。 

 

さらに、商慣習が異なるとはいえ、アメリカのセンサスの結果でも飲食業におい

て個人消費が９１．６％を占め、企業等向けは８．４％に過ぎない。 

 

 

 

以上のことから２３年表においては、提示資料のような家計外消費支出が６割

近くになる区分が出現することや産出構造に２０％以上の大きな違いが生じる可

能性は極めて低く、分割の必要性は少ないものと考えられる。 

 

そうはいっても、若干の相違が生じる可能性は否定できないことから、調整案を

踏まえどのような分割が望ましいのか次に検討する。 

 

 

 

Ⅱ 分割方法について 

 

１ 部門分割する際の推計上の問題点について 

 

仮に飲食サービスを飲食サービスＡと飲食サービスＢに分割したとする。そこで

経済センサスでは一本となっている売上を「施設・店舗等の形態番号」を手懸か

りに分割し CT を求める際に問題となるのは以下の３点と考えられる。 

 

○ 飲食サービスＡにおいて副業として行なっている飲食サービスＢの売上を

どのように見積もるのか 

722 2007 571,621 433,404,52 100.0 76.7
722 2007 X X 91.6 X
722 2007 X X 8.4 X

United States Food services and drinking places
United States Food services and drinking places

Food services and drinking places

Meaning of 2007 North American Industry
Classification System (NAICS) code

Meaning of Class of customer code code Year
code

United States

All classes of customer
Household consumers and individual users
Businesses and government

Number of
establishm
ents

Sales
($1,000)

Distribution
of sales,
receipts, or
revenue
(%)

Sales,
rcpts, or
rev of
estabs
responding
to class of
customer
inquiry as
% of total
sales,
rcpts, or
rev (%)

Geographic
area name

2007 North
American
Industry

Classification
System

(NAICS) code
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○ 飲食サービスＢにおいて副業として行なっている飲食サービスＡの売上を

どのように見積もるのか 

○ 宿泊業等の飲食業以外で行なっている飲食サービスをどのように飲食サ

ービスＡと飲食サービスＢに区分するのか 

 

２ 部門分割する合理的な理由について 

 

ＧＤＰ推計上の問題がないとすれば、部門を分割する基準となるのは、投入構

造・産出構造の違いである。 

 

なお、調整案においては、「料亭」を「遊興飲食店」部門に含めることとしている

が、経済センサス-基礎調査において、「料亭」は「その他の専門料理店」に含ま

れており、同調査を母集団名簿として実施される産業連関構造調査において、

「料亭」の投入構造を抜き出して把握することは困難である。このため、「料亭」は

「一般飲食店」部門の方に含めて考えることとする。 

 

３ 考えられる部門分割案及び問題点について 

 

調整案を基に、投入構造・産出構造に違いが見られるかどうかという観点から

部門分割の案を考えるとすると、以下の３つが考えられる。 

 

案① 「酒場、ビアホール」と「バー、キャバレー、ナイトクラブ」とそれ以外に分

割する(調整案に相当する案) 

案② 「バー、キャバレー、ナイトクラブ」とそれ以外に分割する 

案③ 分割を行わない 

 

それぞれの案における問題点は以下のとおりである。 

 

案①における問題点 

 

分割したそれぞれがある程度の大きさのＣＴとなる案であるが、以下のよう

な問題点が考えられる。 

 

（推計上の問題点） 

 

推計上問題となるのは、「１事業所＝１種類の活動」とはならない副

業の取り扱いである。別紙のとおり、少額ではあるが、一般飲食店から

も遊興飲食店としての売上げが発生しているので、厳密な意味で「１

事業所＝１種類の活動」と見なすことは出来ない。考えられる推計方

法は以下のとおりである。 
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○ 一般飲食店において副業として行なっている遊興飲食店（夏季限

定ビアホール等が考えられる）の売上をどのように見積もるのか 

 

・副業は２３億円と一般飲食店の０．０２％に過ぎないので推計しな

いという整理もあり得る。２３億円自体は些少とはいえないと考えら

れるが、推計精度という面においては問題が少ない。 

 

・別紙のサービス業基本統計の比率を用いる。なお、数字が６年前

であるということ以外にも売上高を上位３業種までしか取っておら

ず過小評価となっているといった問題もある。 

 

○ 遊興飲食店において副業として行なっている一般飲食店としての

売上をどのように見積もるのか 

 

・手懸かりが全くないので推計しないという整理しかないものと考え

られる。 

 

○ 宿泊業等の飲食業以外で行なっている飲食サービスをどのように

一般飲食店と遊興飲食店に区分するのか 

 

・別紙のサービス業基本統計の比率を用いる。なお、数字が６年前

であるということ以外にも売上高を上位３業種までしか取っておら

ず一般飲食店の１２品目に対し遊興飲食店のみでは比率に歪み

が出ている可能性も少なくないといった問題もある。 

 

・「施設・店舗等の形態番号」別の売上比率で分割する。なお、別

紙をみると宿泊業自体に限定すると遊興飲食店の売上げは１７％、

その他の産業では３％であるのに対し、飲食店の事業所別では

約２８％程度を占めるものと考えられるので、比率として１５％程度

の乖離が生じている。（金額にすると５００億円程度の違いとなる） 

 

（分割内容に関する問題点） 

 

投入構造・産出構造の異なる部門を合算している可能性が高く、分

割する基準として問題が大きい。 

 

・ 産業分類の改訂時の産業分類部会において飲食産業に造詣が

深いということで参考人として出席していた信州大学の茂木教授か

ら「酒場・ビアホールで大きなシェアを取っている居酒屋チェーンは、



 6 / 8 
 

食事と飲料の売り上げが７：３の比であり、実態は食べ物屋」という

指摘もあった。 

 

・ 飲食業のコンサルタントを行っているイワサキ・ビーアイの資料に

よれば、居酒屋の人件費のコストは、低価格チェーン店で売上げの

２３％、海鮮居酒屋店で１７％と概ね他の飲食店と同じ２０％程度で

あるのに対し、スナックでは５０％を占めるとされている。 

 

・ 平成１７年度の中小企業実態基本調査においても一般飲食店の

人件費のコストが３１．５％に対し、遊興飲食店において２８．４％と

逆転していたのは、居酒屋等の「酒場・ビアホール」の影響があった

からと考えられる。 

 

以上の通り「酒場・ビヤホール」は投入構造・産出構造は「バー・キャ

バレー・ナイトクラブ」より「一般飲食店」に近いと考えられるにもかかわ

らず「バー・キャバレー・ナイトクラブ」に含めることは問題が大きい。 

 

案②における問題点 

 

分割基準として、投入構造・産出構造の違いに基づいた分割となってい

る可能性が案①よりは期待ができ、案①よりみなしの部分が小さくなってい

るため、ＣＴに含まれる推計誤差の絶対額が小さくなっているという利点も

あるが、以下のような問題点が考えられる。 

 

（推計上の問題点） 

 

案①のように手懸かりとなる統計がないため、飲食店に関しては「１事

業所＝１種類の活動」とみなすしかない。 

 

宿泊業等の飲食業以外で行なっている飲食サービスから、「スナッ

ク・キャバレー・ナイトクラブ」に相当する売上げを区分する方法として

は以下の二つが考えられる。 

 

・副業は区分せず、全て一般飲食店の方で計上する。なお、ホテル

にはスナックが併設されているところもあり、最大で２００億円程度

の誤差が発生する可能性がある推計方法である。 

 

・「施設・店舗等の形態番号」別の売上比率で分割する。前記した

ように、副業の方が「スナック・キャバレー・ナイトクラブ」の割合が

小さいと考えられることから２００億円近い過大推計となる可能性も
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ある。 

 

（分割内容に関する問題点） 

 

「スナック」と格付けられる店の中には、名称がスナックであっても 

・テーブルで接客を行うなどの遊興性がなく 

・メニューに料理があり、料理の値段設定が通常の範囲内 

というような一般の飲食店と変わらない店も多いため、投入構造・産

出構造に違いが生じない可能性もある。 

 

また、ＣＴが小さいので分割する意義も小さい。 

 

案③における問題点 

 

推計上の問題は生じないが、２０兆円を超える大きな部門となるといった

問題点が考えられる。 
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ビ
ス

業
基

本
統

計
組

替
集

計
か

ら
で

は
デ

ー
タ

が
把

握
で

き
な

い
部

分
（
注

）
本

V
表

の
商

品
計

は
、

第
1
-
1
表

（
主

産
業

：
（
）
合

計
）
の

デ
ー

タ
を

記
入

。
産

業
計

及
び

商
品

別
産

出
額

は
第

1
-
1
表

（
主

産
業

：
（
7
0
2
）
そ

ば
・
う

ど
ん

店
～

）
を

用
い

て
記

入
。

そ
の

他
の

産
業

は
、

商
品

計
、

産
業

計
と

、
飲

食
店

、
宿

泊
業

に
計

上
さ

れ
た

数
値

と
の

差
額

で
計

算
。

サ
ー

ビ
ス

業
基

本
統

計
で

は
、

遊
興

飲
食

店
は

調
査

対
象

に
含

ま
れ

て
い

な
い

た
め

、
商

品
計

は
H

1
7
表

の
遊

興
飲

食
店

部
門

の
C

T
を

用
い

た
。

な
お

、
サ

ー
ビ

ス
業

基
本

統
計

で
は

、
調

査
対

象
業

種
が

副
業

と
し

て
遊

興
飲

食
店

を
行

っ
て

い
る

場
合

の
売

上
高

は
把

握
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
当

該
数

値
は

そ
の

ま
ま

用
い

て
、

遊
興

飲
食

店
（
行

）
と

遊
興

飲
食

店
（
列

）
の

交
点

の
数

値
で

調
整

し
た
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食
店

等
の
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く
）
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食
店

）

H
1
6
サ

ー
ビ

ス
業

基
本

統
計

組
替

集
計

か
ら

作
成

し
た

V
表

一
般

飲
食

店
（
喫

茶
店

を
含

む
）

遊
興

飲
食

店

宿
泊

業

そ
の

他
の

産
業

7
0

7
0

産
業

計
一

般
飲

食
店

（
喫

茶
店

を
含

む
）

遊
興

飲
食

店
宿

泊
業

そ
の

他
の

産
業




